
労働災害の撲滅に向けて
（令和３年度の労働災害の発生状況と再発防止対策）

中部森林管理局



１ 令和３年度の労働災害の発生状況について

今年度の中部森林管理局における休業４日以上の労働災害は５件発生しており、令和２年度の３件を上回って
います。加えて、本年度は休業４日未満及び事業主による労働災害も１３件と多発しているのが大きな特徴で
す。

いわゆる労働災害の経験則の一つである「ハインリッヒの法則」では、「1つの重大事故の背後には29の軽微な
事故があり、その背景には300の異常（ヒヤリ・ハット）が存在する」とされていますが、今年度の発生状況にあて
はめれば、一つの重大事故（＝４日以上の災害）の背後には２９の軽微な事故（＝４日未満外の災害）、さらにそ
の背景に３００の異常（＝多くのヒヤリハット）があるということになります。

法則から得られる教訓は、重大事故は軽微な事故を防いでいれば起きないし、この軽微な事故もヒヤリ・ハット
を防いでいれば起きないということであり、常日頃からKY等を通じて一人一人が安全への意識を高めておくこと
が重要です。

（１）総論

○事業別発生状況 ○ハインリッヒの法則

ヒヤリハットを防げば、軽微な事故の発生にはつながら
ず、その先にある１件の重大な事故も未然に防ぐことがで
きる。
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○どのような作業中に災害が発生しているか整理してみると、

・休業４日以上（５件）では、作業（測量、伐倒）時の移動中に足を滑らせて受災したものが２件、

伐倒作業中と造材作業中、重機作業中にそれぞれ１件発生している。

・休業４日未満外（１３件）では、伐倒作業中、機械等の運搬中に受災したものがそれぞれ３件、

次いで現場との通勤、集材作業中が２件ずつとなっている。特に丸太生産の工程の各段階

（伐倒(3件)-造材(1件)-集材(1件)-運搬(1件)）での受災が目立つ。

・また、休業４日以上で３件、４日未満外で３件の計６件がチェーンソー使用時に受災している。

（２）作業別にみた災害の発生状況
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○作業別にみた災害発生状況
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○また、災害が発生した要因別で整理してみると、

・休業４日以上では、作業従事者の転落（２件）、造材中のチェーンソーの刃による切創（１件）、

枝払中に動いてきた立木の衝突（１件）、重機作業中に操作レバーに上半身を打ち付け（１件）に

よる受災となっている。

・休業４日未満外では、車や重機の運転中に転落（６件）したものが半分近くを占めているほか、

作業従事者の転倒・転落（合わせて３件）による受災が目立つ。

（３）要因別にみた災害発生状況
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○要因別にみた災害発生状況
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○４日以上（５件）及び４日未満外（１３件）の計１８件の発生状況について、受災者本人に着目し

てみると、

・経験数の浅い者（０～７年目)による受災が８件で４４％を占め、うち４日以上の災害では全５件の

うち３件が経験５年未満である。（最も経験年数が浅かったのは３ヶ月未満）

・年代別でみると４０～６０代が１０件で約６０％を占めている。

という特徴がみられた。

（４）受災者に着目した発生状況
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○４日以上（５件）及び４日未満外（１３件）の計１８件の災害について、発生した月別に着目すると、

９月下旬から１０月下旬の約１ヶ月で６件が続いて発生するなど、事業の最盛期から終盤にかけて
発生が目立つ。

（５）発生月別にみた災害発生状況
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２ 今年度の災害の特徴を踏まえた再発防止対策について

（１）チェーンソーによる災害への対応

①伐倒作業中にヒノキの伐根に残ったツルに
チェーンソーをあてたところ、キックバック等に
より受災。→（切創）

②伐倒作業中に伐倒したアカマツが、二股のクリ
にかかり木となり、かかられたクリの木の伐倒中
に、アカマツが突然動き出し下敷きとなり受災。

→（打撲・骨折）

【①キックバック等の対策】

・ガイドバーの先端部分上側は、キックバックを起こしやすい箇
所であるためチェーンソーの取り扱いに十分注意すること。

・作業中は親指と４本の指で包むようにハンドルを握ること。

・チェーンソーのデプス調整等適正にすること。

【②かかり木処理の対策】

・労働安全衛生規則第478条「かかり木の処理の作業における危
険防止」の遵守。

・かかり木は早期に処理をすること。ただし、速やかに処理が困難
な場合は、網張り等による立入禁止の措置をとること。

・フェリングレバー、ターニングストラップ等を用いて、かかり木をは
ずすこと。

・禁止事項を遵守すること。

③造林作業中に支障となった広葉樹を枝払い
したところ、突然伐倒木が動き出し受災。

→（骨折）

④伐倒作業中に、退避しようとしたところササに足
を取られ転倒し受災。→（捻挫）

【③転落するおそれのある枝払い作業の対策】

・あらかじめ取り除くか、杭止めなどして安定させておくこと。

【④伐倒中の退避での対策】

・伐倒前にあらかじめ、退避場所及び退避ルートを確認しておくこ
と。

・退避場所は、伐倒方向の反対側の斜面上方で３ｍ以上離れた箇
所とし、立木の陰などの安全なところを選ぶこと。

・退避路は、かん木、笹など退避の支障となるものを取り除き、作
業用具などを退避路上に置かないようにすること。
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（２）重機作業中（ドラグショベル（バックホウ））による災害への対応

①谷止工のコンクリート打設中、ドラグ
ショベルがクレーンモードにしない状態で
生コンの入った容器をつり上げ旋回した
際に、掘削部分に転落し、作業していた
従事者２名が受災。

→ （内臓損傷、打撲等）

②林道上の土のうを撤去
するため、バックホウを林
道路肩に寄せてアームを
旋回させたところ、路肩が
崩れ谷側に横転。

→ （怪我なし）

【対策】

・作業環境等をよく考慮して作業計画をたてること。

・地盤の状態を確認すること。

・地盤支持力が不足する場合は、鉄板等により地盤支持力が確
保できるよう補強すること。

【対策】

・作業計画書に基づき、作業前にKYなど危険因
子等の洗い出しを行い作業にとりかかること。

・荷つり作業時はクレーンモードで作業を行うこ
と。

・危険な作業を行っている場所では立ち入り禁止
の措置、誘導員の配置、上下作業の禁止をする
こと。

・ドラグショベル等使用に当たっては回転半径内
への立入禁止等行うこと。
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（３）車両による転落事故への対応

１ ９月２７日：治山現場へトラックで通勤途中、何らかの原因で林道から50m転落。→（肋骨骨折）

【対策】

・交通ルールを守り、安全運転に努めること。

・スピードの出し過ぎに注意すること。

・わき見運転をせず、安全運転に努めること。

・路肩に寄りすぎないこと。

２ １０月８日：当日の林道事業を終え、ダンプトラックで林道を帰宅中、薄暮であったことや路肩に

寄りすぎたことから脱輪し10m転落。→（肋骨ヒビ）

４ １０月２８日：トラックで林道を木材運搬中、緩い右カーブでハンドルを切りすぎ、後輪が脱輪し林

道下に横転。 。→（怪我なし）
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道路状況の確認
安全運転の励行

３ １０月２３日：バックホウをトラックに載せ林道を運搬中、路肩に寄りすぎ、林道下へ17m転落。

→（怪我なし）



（４）作業従事者の転落への対応

①山腹斜面の吹付施工箇所の測量作業を終え、法面
上部を歩行中に足を滑らせ約10m転落し、受災。

→（骨折）

②ケーブルクレーンの支柱下部アンカー
から上部にある支柱基礎の間を移動中に
バランスを崩し転落し受災→ （打撲）

【対策】

・墜落防止の措置を行うこと。

・囲い等を設けることが著しく困難な場合又は作業の必要上臨
時に囲い等をはずすときは、安全確保のため防護網を張り、
墜落制止用器具（安全帯）を使用させる等措置を講じること。

【対策】

・足元の確認と足場の確保に注意すること。
・特に急傾斜地でかつ機械器具等の保持、携
行する場合においては十分注意して歩行する
こと。
・作業地に適した装備の選択や作業員への指
導教育を行うこと。

作業環境の確認
基本動作の遵守

作業環境の確認
防護措置の徹底
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（５）経験の浅い職員（又は若年者）による災害への対応

②７月３日（経験年数３ヶ月（４０歳））：造林作業中に支障となった広葉樹を枝払いしたところ、突然、
ヒノキ立木が滑り出し、激突され受災。→（骨折）

④１１月１０日（経験年数０年（２０歳））：伐倒作業中、次の伐倒木へ移動中、傾斜45度の斜面で足を
滑らせ3m滑落し、一緒に転がり落ちた石が甲に当たり、受災。→（骨折）

【対策】

・作業開始前などのミーティングに作業計画書等に基づき、KY等により作業者間で安全の徹底を図
ること。

・経験の浅い職員への指導教育を行うこと。

・熟練作業員とセットによる体制をとること。

③７月１６日（経験年数７年目（２５歳））：伐倒作業中、伐倒木が伐倒方向へ倒れ始めたことから、退
避しようとしたところ、ササに足を取られ転倒し、受災。→（捻挫）

①４月１５日（経験年数５年目（３９歳）） ：伐倒作業中、ツルが完全に切断されていなかったことか
ら、残ったツルを切断しようとチェーンソーバーを入れたところ、キックバックし、受災。→ （切創）

⑤１２月２１日（経験年数７年（２８歳））：伐倒作業中に伐採したアカマツが二股のクリにかかり木とな
り、かかられたクリの木の伐倒中に、アカマツが突然動き出し下敷きとなり、受災。 →（打撲・骨折）

指導教育の徹底
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（６）事業最盛期における災害への対応

【対策】

・作業計画に基づく丹念なKY等による打ち合わせ等を行うこと。

①９月２０日：ヘリ集材のため、ヘリが上空でホバリング中、機体に何らかの異常が発生し、林内
へ墜落し受災。→（挫創）

②９月２７日：治山現場へトラックで通勤途中、何らかの原因で林道から50m転落し受災。

→（肋骨骨折）

③１０月4日：当日の林道事業を終え、ダンプトラックで林道を帰宅中、薄暮であったことや路肩に
寄りすぎたことから、脱輪し10m転落し、受災。→（肋骨ヒビ）

④１０月６日：谷止工のコンクリート打設中、ドラグショベルがクレーンモードにしない状態で生コン
の入った容器をつり上げ旋回した際に、掘削部分に転落し、作業していた従業員２名が受災。

→ （内臓損傷、打撲等）

⑤１０月２３日：バックホウをトラックに載せ林道を運搬中、路肩に寄りすぎ、林道下へ17m転落。
→（怪我なし）

⑥１０月２８日：トラックで林道を木材運搬中、緩い右カーブでハンドルを切りすぎ、後輪が脱輪し
林道下に横転。→（怪我なし）

KY励行の徹底
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３ 休業４日以上の労働災害

令和３年度 請負事業体等における（休業４日以上の災害）の災害発生状況 NO,1

発生日時
事
業

従事作業 災害の概要 休業見込み等 防止対策

R3.4.12
造
林

伐倒作業
（育成受光伐）

　伐倒したヒノキ（胸高直径56㎝、樹高23m）
の伐根に残ったツルを除去しようとチェーン
ソーの刃（背側）をツルに当てたところ、
プッシュバックして装着していたチャップス
と甲ガード地下足袋の隙間の左足首前部に
チェーンソーの刃が当たり受災（脛骨骨折、
伸筋腱・神経断裂）した。

休業見込み：１年程度

チェーンソーによるプッシュバックの危険防止
・ガイドバーの下側は、プッシュバックを起こしや
すい箇所であるためチェーンソーの取扱いに十分注
意すること。
・作業中は親指と４本の指で包むようにハンドルを
握ること。
・チェーンソーのデプス調整等適正にすること。

R3.5.1
治
山

山腹工事
（測量作業）

　山腹斜面の吹付施工箇所の測量作業を終
え、法面上部を歩行中に足を滑らせ約１０ｍ
滑落し、受災（頸椎脱臼骨折）した。

休業見込み：約２週間～１ヶ
月程度

　墜落防止の措置
・囲い等を設けることが著しく困難な場合又は作業
の必要上臨時に囲い等をはずすときは、安全確保の
ため防護網を張り、安全帯を使用させる等措置を講
じること。

R3.7.3
造
林

枝払い
（育成受光伐）

　被災者がヒノキ立木（胸高直径36㎝、樹高
19m）の枝払い作業の支障となった伐倒済み広
葉樹（胸高直径26㎝、樹高18m）の枝払いをし
たところ、突然、ヒノキ立木が滑り出し被災
者の背中に激突し、受災（肋骨骨折）した。

休業見込み：約３ヶ月

　チェーンソーによる造材作業等を行う際には、造
材しようとする原木について転落の危険がないか点
検し、必要に応じ杭止め等の措置を講じるととも
に、斜面で玉切りの作業を行う場合は、原木の上方
で作業を行うこと。

R3.11.10
造
林

伐倒作業
（保育間伐活用型）

　被災者は次の伐倒木へ移動中、傾斜45度の
斜面で足を滑らせ3m滑落し、一緒に転がり落
ちた石が甲に当たり、受災（左足薬指中足骨
頚部骨折）した。

休業見込み：３週間

・林内歩行において、足元の確認と足場の確保に注意すること。
・特に急傾斜地でかつ機械器具等の保持、携行する場合において
は十分注意して歩行すること。
・作業地に適した装備の選択や作業員への指導教育を行うこと。

R4.2.8
治
山

復旧治山工事
（重機作業）

被災者は当日、復旧治山工事で使用するバックホウ
（０．４５㎥級）の分解搬入場所の組立ヤードの整地作
業をミニバックホウ（０．０８㎥級）で行っていた。ミ
ニバックホウのキャタピラが転石のうえに乗り旋回した
際に、バランスを崩し進行方向に向かって右側に大きく
傾き、そのはずみで被災者は、運転席の操作レバー付近
に右半身を打ち付け受災（肋骨骨折）した。

休業見込み：不明（入院加療
１週間）

・作業内容をよく理解し、作業環境等をよく考慮し
て作業計画をたてること。
・移動式クレーンを設置する地盤の状態を確認する
こと。
・地盤支持力が不足する場合は、移動式クレーンが
転倒しないよう地盤の改良、鉄板等により吊り荷重
に相当する地盤支持力が確保できるまで補強した後
でなければ移動式クレーンの操作は行わないこと。
（森林土木安全施工技術指針より）

１

２

３

４

５
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番
号

発生日時
①
事
業

②従事
作業

③発生
要因

災害の概要 防止対策

1 R3.4.15

立
木
販
売

伐倒 切創

　林地傾斜約４０度の立木販売箇所で伐採作業中、ヒノキ
（胸高直径20㎝、樹高15m）を伐採したところ、ツルが完
全に切断されていなかったことから、残ったツルを切断し
ようとチェーンソーのバーを入れたところキックバック
し、左足親指部に刃があたり切創した。

チェーンソーによるキックバックの危険防止のため
・ガイドバーの先端部上側は、キックバックを起こしやすい箇所であ
るためチェーンソーの取扱いに十分注意すること。
・作業中は親指と４本の指で包むようにハンドルを握ること。
・チェーンソーのデプス調整等適正にすること。

2 R3.5.14
治
山

移動
転落
(人)

　ケーブルクレーンの支柱支持する下部アンカーから上部
にある支柱基礎の間を移動中にバランスを崩し転落した。

・墜落防止措置として、囲い等を設けることが著しく困難な場合又は
作業の必要上臨時に囲い等をはずすときは、安全確保のため防護網を
張り、安全帯を使用させる等措置を講じること。

3 R3.7.1
造
林

造材
転倒
(人)

　プロセッサーのオペレーターが造材作業中にプロセッ
サーから降りて、材の上に乗った際、足を滑らせ転倒し、
左手を地面に突いた際、左手薬指を骨折した。

・足元の装備は、スパイク地下足袋など滑り止めの付いた装備とし、
降雨などの後の材は滑りやすくなっていることが予想されることか
ら、材の上には乗らないこと。

4 R3.7.16
造
林

伐倒
転倒
(人)

　カラマツを伐倒作業中、伐倒木が伐倒方向へ倒れた始め
たことから、退避行動をとり移動した際、ササに足を取ら
れ転倒し、左足首を捻挫した。

・伐倒前にあらかじめ、退避場所及び退避ルートを確認すること。
・退避場所及び退避ルートの障害物等をあらかじめ除去し、危険因子
を排除すること。

5 R3.9.20
造
林

集材
墜落(ヘ

リ)

 ヘリ集材のため、ヘリが上空でホバリング中、機体に何
らかの異常が発生し,
林内へ墜落し、墜落時に機長が左前腕を挫創した。

・着手前の安全指導について
　請負事業の契約時における安全指導はもとより、事業開始（再開）
に当たり請負者及び下請け者（ヘリ会社）に対して、「ヘリコプター
集材作業仕様書」、「ヘリコプター集材作業要領」、「ヘリコプター
集材に関する施設の設置等について」等による安全指導を徹底するこ
と。
・着手前ミーティングの徹底について
　ヘリ集材に当たっては、パイロット、整備士、荷掛者、卸盤台作業
者等によるミーティングを行い、作業の連携や注意すべき事項等につ
いて確認を行うこと。

6 R3.9.27
治
山

通勤
転落
(車)

　治山工事現場へケーブルの撤去作業の為、現場へ向かう
ためクレーントラックを運転し、村道（併用林道）を走行
中、何らかの理由により、路肩を踏み外し谷部５０ｍ下へ
転落した。

・交通ルールを守り、安全運転に努めること。
・スピードの出しすぎに注意すること。
・わき見運転などをせず、安全運転に努めること。

7 R3.10.4
林
道

通勤
転落
(車)

　当日の作業を終え、ダンプトラック（１０ｔ）で林道を
下山中、林道起点から約0.4km地点の緩やかな左カーブに
差し掛かったとき、日没前で辺りが暗かったことと、幅員
が狭かった（約2.6m）ことから、路肩に寄りすぎ左前輪を
脱輪し、そのまま谷へ横転（1回）しながら約10m転落し肋
骨骨折（１本）した。

・交通ルールを守り、安全運転に努めること。
・スピードの出しすぎに注意すること。
・わき見運転などをせず、安全運転に努めること。
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8 R3.10.6
治
山

打設
転落(重

機)

　コンクリート谷止工のコンクリート打設のための作業を
していたところ、約２ｍ上で作業をしていたバックホウが
転落し、型枠資材に当たり、そのはずみで下部で作業をし
ていた１名（事業主）が型枠と地面との間に挟まれ腹部等
を受傷した。また、5m程離れた位置にいた1名（下請け作
業員）は避難しようとした際、左足をひねり受災した。

・作業計画書に基づき、作業前にKYなど危険因子等の洗い出しを行い
作業にとりかかること。
・危険な作業を行っている場所では立入禁止の措置、誘導員の配置、
上下作業の禁止をすること。
・バックホウ等の使用に当たっては回転半径内への立入を禁止等する
こと。

9 R3.10.23
生
産

運搬
転落(運
搬車)

　作業道作設用の重機をトラックに載せ、作業地に向けて
走行していたところ、林道の路肩が崩れ、トラックがバラ
ンスを崩し、重機とともに林道下へ約17m転落した。

・路肩に寄りすぎないよう注意して走行すること。
・カーブなどでは内輪差に注意し走行すること。
・速度を出しすぎないように注意する。
・危険箇所には危険表示等行い、注意喚起を図ること。

10 R3.10.28
生
産

運搬
転落(運
転手)

　製品資材をトラックに載せ、林道を走行中、緩い右カー
ブでハンドルを切りすぎたため、後輪が脱輪し,林道下に
横転した。

・路肩に寄りすぎないよう注意して走行すること
・カーブなどでは内輪差に注意し走行すること。
・速度を出しすぎないように注意する。
・危険箇所には危険表示等行い、注意喚起を図ること。

11 R3.11.8
生
産

集材
衝突
(人)

スイングヤーダによる作業中にワイヤーを巻き上げたとこ
ろ、材が回転して作業員の足元に当たり転倒し、その際に
頭及び胸を打撲した。

・荷掛作業者は、確実な退避を行なうこと。
・無線などによる関係者間の確実な合図を行うこと。

12 R3.12.17
治
山

運搬
転落(重

機)

林道上の土のうを撤去するために、ドラグショベルを林道
路肩に寄せて後方にアームを旋回したところ、路肩が崩れ
谷側へ横転した。オペレーターは横転する直前にドラグ
ショベルから飛び降り、怪我はなかった。

・作業内容をよく理解し、作業環境等をよく考慮して作業計画をたて
ること。
・移動式クレーンを設置する地盤の状態を確認すること。
・地盤支持力が不足する場合は、移動式クレーンが転倒しないよう地
盤の改良、鉄板等により吊り荷重に相当する地盤支持力が確保できる
まで補強した後でなければ移動式クレーンの操作は行わないこと。
（森林土木安全施工技術指針より）

13 R3.12.21
生
産

伐倒
衝突
(人)

　アカマツの伐倒中に、二股のクリに掛かり木となった。
かかり木を処理しようとかかられたクリを根元から伐採し
たが、アカマツ、クリが地面に設置せず、不安定な状態と
なった為、再びクリの幹を伐採したところアカマツが動き
出し下敷きとなり、受災（打撲・骨折）した。

・労働安全衛生規則第478条「かかり木の処理の作業における危険防
止」を遵守すること。（掛かられている木の伐採の禁止）
・適切な機械器具等の使用により、適切に処理すること。



参考資料（付録）



参考資料 （１）－１チェンソー関連（キックバック等、材の転動防止、退避）

キックバック等の種類 材の転動防止

退避

１



参考資料 （１）－２チェンソー関連（かかり木処理）

②かかり木は早期に処理

②かかり木処理の方法

②禁止事項の遵守

２



「事業者は、伐木等作業を行う場合、伐木等作業を行う範囲を対象に、チェーンソー
を用いて伐木の作業を行う場合・チェンソーを用いて造材の作業を行う場合には、調査
事項を含め調査し、その結果を記録する」ことと改正されています。

３

（１）－３チェンソー関連（作業計画書の作成）

伐木等作業を行う場合の作業計画の作成
（チェンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン」の改正）

参考資料



（２）－１ドラグショベル（バックホウ）関連（クレーンモード）参考資料

４



（２）－２ドラグショベル（バックホウ）関連（作業計画書の作成）参考資料

車両系建設機械作業計画書の作成

５



【参考】 車両系木材伐出機械を使って作業を行う場合の作業計画の作成

「事業者は、車両系木材伐出機械を用いて作業を行うときは、あらか
じめ、前条の規定による調査により知り得たところに適応する作業計画
を定め、かつ、当該作業計画により作業を行わなければならない。」こと
と改正されています。 ６

（３）車両系木材伐出機械関連（作業計画書の作成）参考資料



（３）墜落制止用器具

７


